
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録装置を識別するための識別情報と、
　パラメータ情報と、
　がその製造段階において予め記録されている記録媒体であって、
　前記パラメータ情報が、当該記録媒体に対して 前記情報記
録装置により実行される機能に対応する情報であることを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　情報が記録されるべき情報記録領域と、
　再生又は記録の制御に用いられる制御情報が記録されるべき制御情報領域とを有し、
　前記識別情報及び前記パラメータ情報は前記制御情報領域に記録されることを特徴とす
る請求項１に記載の記録媒体。
【請求項３】
　前記識別情報及び前記パラメータ情報が複数箇所に記録されていることを特徴とする請
求項１又は２に記載の記録媒体。
【請求項４】
　情報記録装置により情報が記録される記録媒体の製造段階において、当該記録媒体に予
め制御情報を記録する制御情報記録装置であって、
　前記情報記録装置を識別するための識別情報を記録する識別情報記録手段と、
　前記記録媒体に対して 前記情報記録装置により実行される
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機能に対応するパラメータ情報を記録するパラメータ情報記録手段と、
　を備えることを特徴とする制御情報記録装置。
【請求項５】
　情報記録装置により情報が記録される記録媒体の製造段階において、当該記録媒体に予
め制御情報を記録する制御情報記録方法であって、
　前記情報記録装置を識別するための識別情報を記録する識別情報記録工程と、
　前記記録媒体に対して 前記情報記録装置により実行される
機能に対応するパラメータ情報を記録するパラメータ情報記録工程と、
　を備えることを特徴とする制御情報記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、記録媒体、情報記録装置及び情報記録方法の技術分野に属し、より詳細には、
情報記録装置により情報が記録される記録媒体、当該記録処理を行う情報記録装置及び情
報記録方法の技術分野に属する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、映画一本分の画像情報及び音声情報等が記録可能な大記録容量の光ディスクとし
ていわゆるＤＶＤ（ Digital Versatile Disc）が広く一般化しつつあるが、この中で、記
録可能なＤＶＤとしてＤＶＤ－Ｒ（ DVD-Recordable）及びＤＶＤ－ＲＷ (DVD-Re-recordab
le)が規格化されている。
【０００３】
　このとき、当該規格においては、当該ＤＶＤ－Ｒ又はＤＶＤ－ＲＷ（以下、単にＤＶＤ
－Ｒ等と称する。）に対して光学的に情報を記録する際に用いられるべき記録パラメータ
情報を、情報が未記録である段階からいわゆるランドプリピット（ＬＰＰ（ Land Pre Pit
））等を用いることにより当該ＤＶＤ－Ｒ等に予め記録しておくことが定められている。
【０００４】
　ここで、上記記録パラメータ情報として具体的には、例えば、情報をＤＶＤ－Ｒ等に記
録する際の記録用光ビームの強度を示す値等を記録することが規格化されている。また、
上記情報が未記録である段階とは、例えば、ＤＶＤ－Ｒ自体の製造後から販売店の店頭に
陳列されている段階等を言う。
【０００５】
　そして、従来のＤＶＤ－Ｒ等の規格においては、情報未記録状態のＤＶＤ－Ｒ等に記録
しておくべき記録パラメータ情報としては、標準的且つ一般的な情報記録装置に適合する
記録パラメータ情報が一種類だけ記録しておくこととされている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述した従来のＤＶＤ－Ｒ等の規格においては、標準的且つ一般的な情
報記録装置に適合する記録パラメータ情報が一種類記録されているのみであったので、他
の情報記録装置にそのＤＶＤ－Ｒ等を装填して記録処理を実行する場合には、最適な状態
で記録処理ができない場合があるという問題点があった。
【０００７】
　そこで、この問題点を解決すべく、情報記録装置側に複数種類のＤＶＤ－Ｒ等に適合し
た記録パラメータ情報を複数個記録しておくように構成することが考えられるが、この場
合には、数多くの種類のＤＶＤ－Ｒ等に対応することが実質的に不可能であり、更にその
情報記録装置の開発時点では存在しなかった新規な種類のＤＶＤ－Ｒ等に対しては適合さ
せることができないという問題点がある。
【０００８】
　一方、上述した問題点を解決するための他の方法として、ＤＶＤ－Ｒ等に対する実際の
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記録処理を開始する前に当該記録対象のＤＶＤ－Ｒ等に対してテスト信号を記録すること
でそのＤＶＤ－Ｒ等に最適な記録パラメータ情報を得ることも考えられるが、この場合、
当該記録パラメータ情報の一つである記録ピット形状整形用のいわゆるストラテジ情報を
得る場合等においては複雑且つ所要の処理時間が必要な処理を行う必要があり、この方法
自体が現実的でないという問題点がある。
【０００９】
　そこで、本願は、上記の各問題点に鑑みて為されたもので、その課題は、数多くの種類
のＤＶＤ－Ｒ等に対して記録処理を行う場合であっても、各ＤＶＤ－Ｒ等に対応して最適
化した記録態様で情報の記録処理を行うことで、より確実且つ正確にＤＶＤ－Ｒ等に情報
を記録することが可能な当該ＤＶＤ－Ｒ等、当該記録処理を行う情報記録装置及び情報記
録方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、情報記録装置を識別するため
の識別情報と、パラメータ情報と、がその製造段階において予め記録されている記録媒体
であって、前記パラメータ情報が、当該記録媒体に対して 前
記情報記録装置により実行される機能に対応する情報であるように構成される。
【００１１】
　上記の課題を解決するために、請求項４に記載の発明は、情報記録装置により情報が記
録される記録媒体の製造段階において、当該記録媒体に予め制御情報を記録する制御情報
記録装置であって、前記情報記録装置を識別するための識別情報を記録する識別情報記録
手段と、前記記録媒体に対して 前記情報記録装置により実行
される機能に対応するパラメータ情報を記録するパラメータ情報記録手段と、を備える。
【００１２】
　上記の課題を解決するために、請求項５に記載の発明は、情報記録装置により情報が記
録される記録媒体の製造段階において、当該記録媒体に予め制御情報を記録する制御情報
記録方法であって、前記情報記録装置を識別するための識別情報を記録する識別情報記録
工程と、前記記録媒体に対して 前記情報記録装置により実行
される機能に対応するパラメータ情報を記録するパラメータ情報記録工程と、を備える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に、本願に好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。
【００１４】
　なお、以下に説明する実施の形態は、上述したＤＶＤ－Ｒに対して画像情報等の情報を
記録する情報記録装置における記録処理並びに当該ＤＶＤ－Ｒに対してその製造段階で記
録される上記記録パラメータ情報の記録態様に対して本願を適用した場合の実施の形態で
ある。
【００１５】
　初めに、実施形態に係るＤＶＤ－Ｒにおける情報（上記記録パラメータ情報を含む。）
の記録態様について、２通りの実施形態を説明する。なお、以下に説明する二つの実施形
態による記録パラメータ情報の記録は、上述したようにＤＶＤ－Ｒの製造段階で行われる
ものであり、各実施形態の態様で記録パラメータ情報が記録された状態で製品としてのＤ
ＶＤ－Ｒが販売店にて販売されることとなる。
【００１６】
　（Ｉ）
　先ず、実施形態に係るＤＶＤ－Ｒの第１実施形態について、図１乃至図３を用いて説明
する。
【００１７】
　なお、図１は第１実施形態のＤＶＤ－Ｒの細部構造を示す模式図であり、図２及び図３
は当該ＤＶＤ－Ｒに記録されている記録パラメータ情報の物理フォーマットを示す図であ
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る。
【００１８】
　図１に示すように、第１実施形態のＤＶＤ―Ｒ１は、その内周側から、後述する情報記
録装置内のスピンドルモータの回転軸にＤＶＤ－Ｒ１を載置・固定するためのクランプ孔
ＣＨと、内周側において情報が記録されない非記録領域１６と、ＰＣＡ（ Power Calibrat
ion Area）１８と、ＲＭＡ（ Recording Management Area）１２と、実際の記録処理が実
行される情報記録領域ＤＡと、外周側において情報が記録されない終端領域１７と、によ
り構成されている。
【００１９】
　更に、上記情報記録領域ＤＡは、後述するデータエリア１４に記録されている記録情報
を再生する際に読み出すべき後述する記録パラメータ情報等が記録されているリードイン
エリア１３と、当該記録情報が記録される上記データエリア１４と、データエリア１４に
記録されている記録情報の再生を終了する際に読み出すべき終了情報等が記録されるリー
ドアウトエリア１５と、により構成されている。このとき、リードインエリア１３はデー
タエリア１４に情報を記録するに当たってそれより先に上記開始情報等が記録される領域
であり、一方、リードアウトエリア１５はＤＶＤ－Ｒ１全体に対する記録が収容した後に
（すなわち、ＤＶＤ－Ｒ１全体に対する記録情報の記録を完了する際に）初めて上記終了
情報等が記録される領域である。
【００２０】
　ここで、上記ＰＣＡ１８及びＲＭＡ１２について説明する。
【００２１】
　一般に、ＤＶＤ－Ｒ１に対して情報記録を実行する場合には、記録すべき情報に対応し
て強度変調された記録用の光ビームを当該ＤＶＤ－Ｒ１に照射して当該情報記録を行うの
であるが、この光ビームの強度（以下、単に記録パワーと称する。）については、情報記
録を実行する度にその規正処理を行う必要がある。これは、当該記録可能なＤＶＤ－Ｒ１
自体の汚れや周囲温度或いは情報記録面における反射率の経時変化等に起因してそのとき
の情報記録に最適な当該記録パワーが変化する場合があることによる。
【００２２】
　そこで、当該規正処理を実行すべく、ＤＶＤ－Ｒ１においては、ＰＣＡ１８及びＲＭＡ
１２を当該ＤＶＤ－Ｒ１におけるリードインエリア１３の更に内側に設けている。
【００２３】
　ここで、当該ＰＣＡ１２は複数のセクタに分割されており、一又は複数の当該セクタを
用いて上記規正処理が実行される。より具体的には、当該一又は複数のセクタに相当する
ＰＣＡ１８において、予め設定されているその最小値から順次段階的にその最大値まで記
録パワーを増大させつつ、例えば、３Ｔ（Ｔは後述する情報記録装置による情報記録の際
に用いられる単位時間）乃至１１Ｔのランダムなパルス幅を有する設定信号を順次記録し
、次にその記録された設定信号を最小の記録パワーにより記録されたものから順次検出・
再生し、その再生時に上記各パルス幅に対応する再生信号毎のピークレベル及びボトムレ
ベルが一致する設定信号の記録時に用いられた記録パワーを、情報記録時における光ビー
ムの最適記録パワーとして設定し、以後記録すべき記録情報の実際の記録をその最適記録
パワーの光ビームを用いて実行するのである。
【００２４】
　そして、このようにして算出された最適記録パワー並びにその最適記録パワーの設定に
用いられたＰＣＡ１８内のセクタの番号（すなわち、使用済みセクタの番号）が規正履歴
として上記ＲＭＡ１２内に識別可能に記録され、以後の実際の記録情報の記録が開始され
るのである。
【００２５】
　なお、ＤＶＤ－Ｒ１においては、その全面に渡って情報記録が一度しか実行できないた
め、記録パワーの最適化に一度用いられたＰＣＡ１８内のセクタは、以後の当該最適化に
は用いることはできないこととなる。
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【００２６】
　次に、ＰＣＡ１８の細部構成について図１に戻ってより具体的に説明すると、当該ＰＣ
Ａ１８は、Ｎ個（Ｎは例えば７０００）の上記セクタ２０に分割されており、これらセク
タ２０のうちの一又は複数を用いることで上述した記録パワーの規正処理が実行される。
【００２７】
　また、各セクタ２０は、ＤＶＤ－Ｒ１の外周側にあるセクタ２０ - 1から順次使用される
こととされている。
【００２８】
　すなわち、例えば一のセクタ２０のみを用いて一回の規正処理を実行する場合を例に取
ると、セクタ２０ - 1に対してその内周側から外周側に記録パワーを順次増大させつつ（図
１点線参照）設定信号を記録してゆくことで一回の規正処理が実行され、その次の回の規
正処理では、セクタ２０ - 2に対してその内周側から外周側に記録パワーを順次増大させつ
つ（図１点線参照）設定信号を記録してゆくことで当該次の規正処理が実行されることと
なる。
【００２９】
　一方、ＲＭＡ１２についてより具体的には、予め設定されているタイミングで上記規正
処理により設定された最適記録パワーの値及びそれまでの規正処理に用いられたＰＣＡ１
８内のセクタ２０の番号が順次書き込まれる設定記録領域を４００個備えて構成されてい
る。
【００３０】
　なお、実施形態のＤＶＤ－Ｒ１には、上記従来技術として説明したように、後述する如
き異なる情報記録装置毎ではなく標準的な情報記録装置に適合する値を有する標準記録パ
ラメータ情報が上記ランドプリピットを用いて記録されている。
【００３１】
　次に、第１実施形態に係る記録パラメータ情報がＤＶＤ－Ｒ１の製造段階から記録され
ているリードインエリア１３の細部構成について、階層的に図２及び図３を用いて説明す
る。
【００３２】
　先ず、図２に示すように、リードインエリア１３には、その内周側から、全てゼロデー
タ（「００ｈ（ｈは１６進数を示す。）」）が記録されているイニシャル領域３０と、全
てゼロデータが記録されている第１バッファ領域３１と、リードインエリア１３内の物理
フォーマットの全体構造を示す物理フォーマット情報が記録されている物理フォーマット
情報領域３２と、記録処理時に参照されるべき参照コードが記録されている参照コード領
域３３と、全てゼロデータが記録されている第２バッファ領域３４と、実施形態に係る記
録パラメータ情報が記録されている制御データ領域３５と、上記データエリア１４への記
録用光ビームの移行を円滑化するための情報等が記録されている境界領域３６と、が形成
されている。
【００３３】
　次に、制御データ領域３５内には、相互に同一の情報を含んでいる１９２個の制御デー
タブロックＤＢ１乃至ＤＢ１９２が形成されている。このとき、一の制御データブロック
ＤＢ内には後述するように記録パラメータ情報等がいわゆる位相ピットを用いて記録され
ており、制御データ領域３５においては、同じ記録パラメータ情報等を含む制御データブ
ロックＤＢが１９２個繰り返して記録されている。
【００３４】
　次に、一の制御データブロックＤＢの物理フォーマットについてより具体的には、当該
一の制御データブロックＤＢは、ＤＶＤ－Ｒ１の内周側から、当該制御データブロックＤ
Ｂ全体の物理フォーマットを示す物理フォーマット情報ＰＦが記録されている領域と、実
施形態の記録パラメータ情報を含み２０４８バイトの情報量を有するディスク製造情報Ｍ
Ｄが記録されている領域と、何ら情報が記録されていない予備領域ＲＶと、が形成されて
いる。
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【００３５】
　更に、図３に移行して、一のディスク製造情報ＭＤが記録されている領域内には、相互
に異なる種類の情報記録装置に適合する記録パラメータ情報を夫々に含む３２個のドライ
ブ情報ＤＶ１乃至ＤＶ３２が夫々に記録されている領域が形成されている。これにより、
一のディスク製造情報ＭＤが記録されている領域内には、３２通りの情報記録装置に夫々
適合する記録パラメータ情報が格納されていることとなる。
【００３６】
　そして、一のドライブ情報ＤＶが記録されている領域内には、ＤＶＤ－Ｒ１の内周側か
ら、第１の情報記録装置を識別するための第１ドライブ識別情報（より具体的には、当該
第１の情報記録装置の型番等を言う。以下同じ。）ＩＤ１が記録されている領域と、当該
第１の情報記録装置において実行される記録処理における第１の記録速度（例えば一倍速
）を示す第１記録速度情報ＳＰ１が記録されている領域と、当該第１の記録速度に適合し
た後述するベータ（β）値を示す第１ベータ値情報β１が記録されている領域と、当該第
１の記録速度に適合した記録用光ビームの強度を示す第１記録強度情報Ｔ１が記録されて
いる領域と、当該第１の記録速度に適合した記録用光ビームの波長を示す第１波長情報Ｗ
Ｖ１が記録されている領域と、当該第１の記録速度に適合した後述するストラテジ情報を
示す第１ストラテジ情報ＳＴ１が記録されている領域と、何ら情報が記録されていない予
備領域ＲＶと、上記第１記録速度情報ＳＰ１、第１ベータ値情報β１、第１記録強度情報
Ｔ１、第１波長情報ＷＶ１及び第１ストラテジ情報ＳＴ１夫々の検出時におけるエラー訂
正を行うためのエラー訂正情報ＣＳが記録されている領域と、当該第１の情報記録装置に
おいて実行される記録処理における第２の記録速度（例えば二倍速）を示す第２記録速度
情報ＳＰ２が記録されている領域と、当該第２の記録速度に適合した後述するベータ値を
示す第２ベータ値情報β２が記録されている領域と、当該第２の記録速度に適合した記録
用光ビームの強度を示す第２記録強度情報Ｔ２が記録されている領域と、当該第２の記録
速度に適合した記録用光ビームの波長を示す第２波長情報ＷＶ２が記録されている領域と
、当該第２の記録速度に適合した後述するストラテジ情報を示す第２ストラテジ情報ＳＴ
２が記録されている領域と、何ら情報が記録されていない予備領域ＲＶと、上記第２記録
速度情報ＳＰ２、第２ベータ値情報β２、第２記録強度情報Ｔ２、第２波長情報ＷＶ２及
び第２ストラテジ情報ＳＴ２夫々の検出時におけるエラー訂正を行うためのエラー訂正情
報ＣＳが記録されている領域と、が形成されている。
【００３７】
　ここで、上記ベータ値とは、ＤＶＤ－Ｒ１からの反射光に基づいて生成される検出信号
における最大ピーク値と最小ピーク値との和を当該最大ピーク値と当該最小ピーク値との
差で除した値であり、記録パワーの偏よりを示す値である。
【００３８】
　また、上記ストラテジ情報とは、ＤＶＤ－Ｒ１上に形成される記録ピットの形状を望ま
しい形に整形するべく、後述する整形パターン信号Ｓ srにおける波形（より具体的には、
当該整形パターン信号Ｓ srにおける立ち上がりタイミング及び立下りタイミング）を変更
するための時間軸上の情報である。
【００３９】
　上述した一連の物理フォーマットから明らかなように、第１実施形態のＤＶＤ－Ｒ１内
に記録されている記録パラメータ情報としては、一つの情報記録装置については２通りの
記録速度に対応する記録パラメータ情報が記録されており、その２通りの記録パラメータ
情報が３２通りの情報記録装置分記録されていることとなる。
【００４０】
　（ II）
　次に、実施形態に係るＤＶＤ－Ｒの第２実施形態について、図４を用いて説明する。
【００４１】
　なお、図４は第２実施形態のＤＶＤ－Ｒに記録されている記録パラメータ情報の物理フ
ォーマットを示す図である。
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【００４２】
　また、第２実施形態のＤＶＤ－Ｒにおいては、制御データブロックＤＢより上位の階層
については第１実施形態の場合と同様であるので、細部の説明は省略する。
【００４３】
　図４に示すように、第２実施形態のＤＶＤ－Ｒにおいては、第１実施形態の場合と同様
に１９２個の制御データブロックＤＢ’が形成されているのであるが、第２実施形態のＤ
ＶＤ－Ｒにおいては、１６個の制御データブロックＤＢ’を一纏まりとして同じ情報が１
２回（１９２／１６＝１２）繰り返されて記録されている。
【００４４】
　そして、１６個の制御データブロックＤＢ’の各纏まりにおける一の制御データブロッ
クＤＢ’おいては、その内周側から、第１実施形態の場合と同様の物理フォーマット情報
ＰＦが記録されている領域と、実施形態の記録パラメータ情報を含み２０４８バイトの情
報量を有するディスク製造情報ＭＤ’が記録されている領域と、何ら情報が記録されてい
ない予備領域ＲＶと、が形成されている。
【００４５】
　このとき、１６個の制御データブロックＤＢ’の各纏まりにおいては、第１制御データ
ブロックＤＢ１’乃至第９制御データブロックＤＢ９’までは夫々に異なる上記ディスク
製造情報ＭＤ’が記録されているが、第１０制御データブロックＤＢ１０’以降第１６制
御データブロックＤＢ１６’までは、夫々に上記物理フォーマット情報ＰＦのみが記録さ
れており、それ以外の制御データブロックＤＢ’内は全て予備情報ＲＶとされている。
【００４６】
　次に、第１ディスク製造情報ＭＤ１’内には、ＤＶＤ－Ｒの内周側から、第１の情報記
録装置乃至第１２８の情報記録装置に夫々適合した記録パラメータ情報（具体的には、第
１ドライブ識別情報ＩＤ１等）が記録されているＤＶＤ－Ｒ上の記録位置を夫々示す第１
ドライブ識別指示情報ＰＴ１乃至第１２８ドライブ識別指示情報ＰＴ１２８が含まれてい
る。
【００４７】
　更に、第２ディスク製造情報ＭＤ２’が記録されている領域内には、ＤＶＤ－Ｒの内周
側から、第１の情報記録装置を識別するための第１ドライブ識別情報ＩＤ１が記録されて
いる領域と、当該第１の情報記録装置において実行される記録処理における第１の記録速
度（例えば一倍速）を示す第１記録速度情報ＳＰ１が記録されている領域と、当該第１の
記録速度に適合したベータ値を示す第１ベータ値情報β１が記録されている領域と、当該
第１の記録速度に適合した記録用光ビームの強度を示す第１記録強度情報Ｔ１が記録され
ている領域と、当該第１の記録速度に適合した記録用光ビームの波長を示す第１波長情報
ＷＶ１が記録されている領域と、当該第１の記録速度に適合したストラテジ情報を示す第
１ストラテジ情報ＳＴ１が記録されている領域と、何ら情報が記録されていない予備領域
ＲＶと、上記第１記録速度情報ＳＰ１、第１ベータ値情報β１、第１記録強度情報Ｔ１、
第１波長情報ＷＶ１及び第１ストラテジ情報ＳＴ１夫々の検出時におけるエラー訂正を行
うためのエラー訂正情報ＣＳが記録されている領域と、当該第１の情報記録装置において
実行される記録処理における第２の記録速度（例えば二倍速）を示す第２記録速度情報Ｓ
Ｐ２が記録されている領域と、当該第２の記録速度に適合した後述するベータ値を示す第
２ベータ値情報β２が記録されている領域と、当該第２の記録速度に適合した記録用光ビ
ームの強度を示す第２記録強度情報Ｔ２が記録されている領域と、当該第２の記録速度に
適合した記録用光ビームの波長を示す第２波長情報ＷＶ２が記録されている領域と、当該
第２の記録速度に適合した後述するストラテジ情報を示す第２ストラテジ情報ＳＴ２が記
録されている領域と、何ら情報が記録されていない予備領域ＲＶと、上記第２記録速度情
報ＳＰ２、第２ベータ値情報β２、第２記録強度情報Ｔ２、第２波長情報ＷＶ２及び第２
ストラテジ情報ＳＴ２夫々の検出時におけるエラー訂正を行うためのエラー訂正情報ＣＳ
が記録されている領域と、が形成されており、これ以後、図４に示すように第１６の情報
記録装置までの１６通りの情報記録装置について、夫々に２通りの記録速度に対応する記
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録パラメータ情報が記録されている。
【００４８】
　そして、これ以後、第９制御データブロックＤＢ９’までは、夫々に１６通りの情報記
録装置についての記録パラメータ情報が２通りの記録速度ずつ記録されている。
【００４９】
　従って、上述した一連の物理フォーマットから明らかなように、第２実施形態のＤＶＤ
－Ｒ内に記録されている記録パラメータ情報としては、一つの情報記録装置については２
通りの記録速度に対応する記録パラメータ情報が記録されており、その２通りの記録パラ
メータ情報が１２８通りの情報記録装置分記録されていることとなる。
【００５０】
　（ III）
　次に、上述した物理フォーマットで記録パラメータ情報が記録されているＤＶＤ－Ｒに
対して記録情報を記録する実施形態に係る情報記録装置の概要構成及び動作について、図
５及び図６を用いて説明する。
【００５１】
　なお、図５は実施形態に係る情報記録装置の概要構成を示すブロック図であり、図６は
当該情報記録装置において実行される記録処理を示すフローチャートである。
【００５２】
　図１に示すように、実施形態に係る情報記録装置Ｒは、ピックアップ２と、ＲＦ（ Radi
o Frequency）検出部３と、ＣＰＵ等よりなりメモリ４ａ  を内蔵する制御部４と、タイミ
ング生成器５と、記録パワー設定部６と、記録パターン発生部７と、記録波形生成部８と
、駆動部９と、ドライバ１０と、プリフォーマット検出部１１と、コンデンサ２１、ピー
ク検出部２２及びボトム検出部２３を含むレベル検出部２４と、スイッチ２５と、により
構成されている。
【００５３】
　このとき、上記メモリ４ａ内には、予め既定された数種類のＤＶＤ－Ｒ１に適合させた
記録パラメータ情報、当該情報記録装置Ｒを識別するためのドライブ識別情報、及び標準
的な情報記録装置に適合する記録パラメータ情報が記憶されている。
【００５４】
　次に、各構成部材の動作等を説明する。
【００５５】
　最初に情報記録処理一般における動作について説明する。
【００５６】
　先ず、ＤＶＤ－Ｒ１には、当該ＤＶＤ－Ｒ１上の情報の記録位置を示すアドレス情報及
び同期信号等が、上述したようにランドプリピットを形成することにより予め（その製造
段階において）記録されている。
【００５７】
　そして、ＤＶＤ－Ｒ１に情報を記録する際には、先ず、ピックアップ２は、実際の情報
記録の直前に情報記録用の光ビームＢを当該プリピットに照射し、外部から入力されてく
る記録すべき記録情報の記録位置を示すアドレス情報並びに当該記録処理における基準ク
ロックとして用いられる記録クロック信号（その周期は上記単位時間Ｔとされている。）
を生成するための同期信号を、例えばいわゆるプッシュプル法等により検出し、これらを
含むプッシュプル信号Ｓ ppを生成してプリフォーマット検出部１１へ出力する。
【００５８】
　これにより、プリフォーマット検出部１１は、当該プッシュプル信号Ｓ ppから上記同期
信号Ｓ sycとアドレス情報Ｓ adrとを分離し、当該同期信号Ｓ sycをタイミング生成部５へ
出力すると共に、当該アドレス情報Ｓ adrを制御部４に出力する。
【００５９】
　そして、タイミング生成部５は、当該同期信号Ｓ sycに基づいて上記記録クロック信号
Ｓ tmを生成し、記録パワー設定部６及び記録パターン発生部７へ出力する。
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【００６０】
　一方、外部から入力される上記記録情報Ｓ rは、制御部４へ入力される。
【００６１】
　そして、制御部４は、当該入力された記録情報Ｓ rに対してエラー訂正符号の付加や変
調処理を行うと共に、上記アドレス情報Ｓ adrに基づいて当該入力された記録情報Ｓ rを記
録すべきＤＶＤ－Ｒ１上の記録位置を認識し、その記録位置に対応するタイミングで当該
処理した記録情報Ｓ rを記録信号Ｓ rrとして、制御部４側に当該制御部４からのスイッチ
制御信号Ｓ swにより切り換えられているスイッチ２５を介して記録波形生成部８へ出力す
る。
【００６２】
　一方、記録パターン発生部７は、上記規正処理時において、制御部４からの制御信号Ｓ
ctに基づいて、上記記録クロック信号Ｓ tmを基準クロックとして３Ｔ乃至１１Ｔのランダ
ムなパルス幅を有する記録パターン信号Ｓ ptを生成し、記録パターン発生部７側に制御部
４からのスイッチ制御信号Ｓ swにより切り換えられているスイッチ２５を介して記録波形
生成部８へ出力する。
【００６３】
　そして、記録波形生成部８は、上記各ストラテジ情報ＳＴに対応する制御部４からのス
トラテジ制御信号Ｓ stに基づき、記録信号Ｓ rr又は記録パターン信号Ｓ ptのいずれか一方
に対して、ＤＶＤ－Ｒ１上の記録トラックに当該記録パターン信号Ｓ ptの波形に対応して
形成される記録ピットの形状を整え且つ最適化するための波形整形処理（いわゆるストラ
テジ処理）を施し、整形パターン信号Ｓ srを生成して駆動部９へ出力する。
【００６４】
　一方、記録パワー設定部６は、制御部４からの制御信号Ｓ cpに基づいて、情報記録前に
上記記録パラメータ情報を用いて実行される記録パワー設定処理により設定された記録パ
ワーを示すパワー信号Ｓ pcを生成し、駆動部９へ出力する。
【００６５】
　そして、駆動部９は、当該パワー信号Ｓ pcにより示される記録パワーで記録用の光ビー
ムＢを照射するための駆動信号Ｓ ddを生成し、ドライバ１０へ出力する。
【００６６】
　これにより、ドライバ１０は、ピックアップ２内の図示しない半導体レーザを駆動する
ことで、上記パワー信号Ｓ pcにより示される記録パワーを基準として整形パターン信号Ｓ
srにより示される波形変化に対応して強度変調された上記記録用光ビームＢを射出させる
ための駆動信号Ｓ dを生成してピックアップ２内の当該半導体レーザに出力する。
【００６７】
　そして、当該駆動信号Ｓ dにより当該半導体レーザが駆動されることで元の記録情報Ｓ r
に対応する記録用光ビームＢがＤＶＤ－Ｒ１に照射され、これにより  当該記録情報Ｓ rに
対応する記録ピットがＤＶＤ－Ｒ１上の記録トラックに形成されることで、一連の当該記
録情報Ｓ rの記録処理が完了する。
【００６８】
　次に、制御部４を中心として実行される実施形態に係る記録パラメータ情報を用いた記
録処理について、より具体的に図６を用いて説明する。
【００６９】
　図６に示すように、実施形態に係る記録パラメータ情報を用いた記録処理においては、
先ず、ＤＶＤ－Ｒ１が情報記録装置Ｒに挿入されたか否かを確認し（ステップＳ１）、挿
入されていないときは（ステップＳ１；ＮＯ）挿入されるまで待機し、一方、挿入された
ときは（ステップＳ１；ＹＥＳ）、次に、当該挿入されているＤＶＤ－Ｒ１から上述した
ドライブ識別情報ＩＤを順次検出し、これとメモリ４ａに予め記憶されている情報記録装
置Ｒを識別するためのドライブ識別情報とを比較することにより、当該挿入されたＤＶＤ
－Ｒ１に当該情報記録装置Ｒに適合する上述したドライブ識別情報ＩＤが記録されている
か否かを確認する（ステップＳ２）。

10

20

30

40

50

(9) JP 3880997 B2 2007.2.14



【００７０】
　そして、ドライブ識別情報ＩＤが記録されているときは（ステップＳ２；ＹＥＳ）、次
に、当該ＤＶＤ－Ｒ１に記録されており且つ当該情報記録装置Ｒに適合する他の記録パラ
メータ情報を検出し（ステップＳ３）、更に、使用者が指定した記録速度に対応する記録
速度情報ＳＰが上記検出した記録パラメータ情報内に含まれているか否かを確認する（ス
テップＳ４）。
【００７１】
　次に、その指定された記録速度に対応する記録速度情報ＳＰが含まれているときは（ス
テップＳ４；ＹＥＳ）、その記録速度情報ＳＰを含む上記各記録パラメータ情報を制御部
４において設定し（ステップＳ５）、更に上記ＰＣＡ１８及びＲＭＡ１２を用いた後述す
る記録パワーの規正処理を行って（ステップＳ６）、実際の情報記録を行う（ステップＳ
７）。
【００７２】
　そして、全ての情報記録が終了したか否かを確認し（ステップＳ８）、終了していない
ときは（ステップＳ８；ＮＯ）ステップＳ７に戻って情報記録を継続し、一方、終了して
いるときは（ステップＳ８；ＹＥＳ）、そのまま処理を終了する。
【００７３】
　他方、ステップＳ２の判定において情報記録装置Ｒに適合するドライブ識別情報ＩＤが
記録されていないとき（ステップＳ２；ＮＯ）、又はステップＳ４の判定においてその指
定された記録速度に対応する記録速度情報ＳＰが含まれていないときは（ステップＳ４；
ＮＯ）、上記メモリ４ａに予め記録されているいずれかの記録パラメータ情報を制御部４
内に設定し（ステップＳ９）その記録パラメータ情報を用いた記録処理に移行する（ステ
ップＳ６）。
【００７４】
　なお、上記ステップＳ９の処理に代えて、ランドプリピットを用いてＤＶＤ－Ｒ１に記
憶されている標準記録パラメータ情報を読み出して制御部４内に設定しても良い。
【００７５】
　次に、上述したステップＳ６における記録パワーの規正処理について、図５を用いて説
明する。
【００７６】
　上述したように、ステップＳ６の規正処理は、ＤＶＤ－Ｒ１におけるリードインエリア
１３の更に内側に形成されているＰＣＡ１８及びＲＭＡ１２を用いて実行される。
【００７７】
　ＰＣＡ１８及びＲＭＡ１２を用いた上記規正処理においては、例えば上記した一のセク
タ２０のみを用いて一回の規正処理を実行する場合を再び例に取ると、先ず、制御部４は
、上述した３Ｔ乃至１１Ｔのランダムなパルス幅を有する記録パターン信号Ｓ ptが生成さ
れるように記録パターン発生部７に制御信号Ｓ ct を出力する。
【００７８】
　他方、制御部４は、セクタ２０ - 1に対してその内周側から外周側に記録パワーを順次増
大させつつ（図１点線参照）設定信号を記録するように記録パワー設定部６を制御すべく
上記制御信号Ｓ cpを出力する。
【００７９】
　これにより、当該記録パワー設定部６は、当該記録パワーが順次増大するように上記パ
ワー信号Ｓ pcを出力する。
【００８０】
　そして、駆動部９及びドライバ１０は、当該パワー信号Ｓ pcに基づいて順次記録パワー
を増大させつつセクタ２０ - 1内に順次設定信号を記録していく。この処理により、セクタ
２０ - 1内には、階段上に順次再生強度が変化してゆく設定信号が記録されることとなる。
【００８１】
　次に、その階段状に記録された設定信号を、ピックアップ２を用いて再生することによ
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り得られる検出信号Ｓ rfのピークレベル及びボトムレベルをレベル検出部２４において検
出する。
【００８２】
　このとき、レベル検出部２４は、検出信号Ｓ rfの直流成分をコンデンサ２１により除去
し、その出力であるコンデンサ信号Ｓ cdのピークレベル及びボトム  レベルを夫々ピーク
検出部２２及びボトム検出部２３により検出し、ピークレベル信号Ｓ pl及びボトムレベル
信号Ｓ blを制御部４に出力する。
【００８３】
　これにより、制御部４は、ピークレベル信号Ｓ pl及びボトムレベル信号Ｓ blに基づき、
３Ｔから１１Ｔのパルス幅に対応する各検出信号Ｓ rf毎のピークレベル及びボトムレベル
が一致する設定信号を記録した際の記録パワーをその時の最適記録パワーとして図示しな
いメモリ内等に設定し、以後の実際の記録情報Ｓ rの記録処理に用いるのである。
【００８４】
　以上説明したように、実施形態のＤＶＤ－Ｒ１における物理フォーマット及び情報記録
装置Ｒの動作によれば、記録処理に用いられるべき情報記録装置Ｒを識別するためのドラ
イブ識別情報ＩＤとその記録処理における記録態様を最適化するための記録パラメータ情
報とが、情報が実際に記録する前の段階で予め記録されているので、当該記録されている
ドライブ識別情報ＩＤ及び記録パラメータ情報を実際に記録処理時に読み出して用いるこ
とで、その記録媒体に最適化された状態で情報の記録を行うことができる。
【００８５】
　また、第１の記録速度用の第１の記録パラメータ情報と第２の記録速度用の第２の記録
パラメータ情報とが予め記録されているので、異なる記録速度で記録処理が実行される場
合でも、夫々に最適化して記録処理を実行することができる。
【００８６】
　更に、情報が記録されるべきデータエリア１４とは別個であるリードインエリア１３内
にドライブ識別情報ＩＤ及び記録パラメータ情報が記録されているので、本来記録される
べき情報に影響を与えることなく最適化して当該記録処理を実行することができる。
【００８７】
　更にまた、記録態様について、標準の当該記録態様により記録処理を実行するための記
録パラメータ情報がプリピットにより記録されているので、記録処理を行う情報記録装置
Ｒ側にその記録媒体に特化した最適条件で記録処理を行う機能が備わっていない場合でも
、標準的な記録態様の記録処理で情報を記録することができる。
【００８８】
　また、同一のドライブ識別情報ＩＤ及び記録パラメータ情報が複数回繰り返されて記録
されているので、検出誤りが発生することなく確実に識別情報及び記録パラメータ情報を
検出することができる。
【００８９】
　更に、対応関係にあるドライブ識別情報ＩＤ及び記録パラメータ情報により構成される
情報組が複数組分記録されているので、当該ＤＶＤ－Ｒ１が装填された情報記録装置Ｒに
適した識別情報及び記録パラメータ情報を選択・検出して用いることで、多岐に渡る情報
記録装置Ｒについて夫々に最適化された記録態様での記録処理を実行することができる。
【００９０】
　また、記録ピットの形状を最適化するためのストラテジ情報ＳＴが予め記録されている
ので、記録された情報の再生時における再生誤りの発生を最低限に抑制するように情報を
記録することができる。
【００９１】
　なお、上述した実施形態においては、情報の記録が一回のみ可能なＤＶＤ－Ｒ１に対し
て本願を適用した場合について説明したが、これ以外に、複数回の情報の書き換えが可能
なＤＶＤ－ＲＷに対して本願を適用することもできる。このとき、当該ＤＶＤ－ＲＷに対
する図６に示す記録処理においては、上記ステップＳ６を省略することもできる。
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【００９２】
　また、上記図６に示したフローチャートに対応するプログラムをフレキシブルディスク
又はハードディスク等の情報記録媒体に記録しておき、これを汎用のパーソナルコンピュ
ータ等により読み出して実行することで、当該パーソナルコンピュータ等を上記制御部４
として動作させることも可能である。
【００９３】
　そして、本願によれば、記録処理に用いられるべき情報記録装置を識別するための識別
情報とその記録処理における記録態様を最適化するための記録パラメータ情報とが、情報
が実際に記録する前の段階で予め記録されているので、当該記録されている識別情報及び
記録パラメータ情報を実際に記録処理時に読み出して用いることで、その記録媒体に最適
化された状態で情報の記録を行うことができる。
【００９４】
　従って、記録媒体に対応して最適化した記録態様で情報の記録処理を行うことで、より
確実且つ正確に記録媒体に情報を記録することができる。
【００９５】
　また、情報記録装置としての機能更新を行う場合でも、その更新される機能に対応する
記録パラメータ情報を予め記録媒体に記録しておくことにより、情報記録装置側の記録更
新のための負担を軽減することができる。
【００９６】
　更に、記録媒体側でその記録特性の向上を図る場合においても、その向上された特性に
対応する記録パラメータ情報を予め記録しておくことで、その向上された記録特性に最適
化された記録態様で情報の記録を行うことができると共に、当該記録特性の向上時におい
て向上前の記録特性との互換性を考慮する必要がない。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】実施形態のＤＶＤ－Ｒの細部構造を示す模式図である。
【図２】第１実施形態の物理フォーマットを示す図（Ｉ）である。
【図３】第１実施形態の物理フォーマットを示す図（ II）である。
【図４】第２実施形態の物理フォーマットを示す図である。
【図５】実施形態の情報記録装置の概要構成を示すブロック図である。
【図６】実施形態の記録処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００９８】
　１　　ＤＶＤ－Ｒ
　２　　ピックアップ
　３　　ＲＦ検出部
　４　　制御部
　５　　タイミング生成部
　６　　記録パワー設定部
　７　　記録パターン発生部
　８　　記録波形生成部
　９　　駆動部
　１０　　ドライバ
　１１　　プリフォーマット検出部
　１２　　ＲＭＡ
　１３　　リードインエリア
　１４　　データエリア
　１５　　リードアウトエリア
　１６　　非記録領域
　１７　　終端領域
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　１８　　ＰＣＡ
　２０ - 1、２０ - 2、２０ - 3、２０ - ( n - 1 )、２０ - n　　セクタ
　２１　　コンデンサ
　２２　　ピーク検出部
　２３　　ボトム検出部
　２４　　レベル検出部
　ＤＡ　　情報記録領域
　ＣＨ　　センターホール
　Ｒ　　情報記録装置
　Ｂ　　光ビーム
　ＭＤ　　ディスク製造情報
　ＩＤ　　ドライブ識別情報
　ＳＰ　　記録速度情報
　β　　ベータ値情報
　Ｔ　　記録強度情報
　ＷＶ　　波長情報
　ＳＴ　　ストラテジ情報
　Ｓ pp　　プッシュプル信号
　Ｓ syc　　同期信号
　Ｓ adr　　アドレス情報
　Ｓ tm　　記録クロック信号
　Ｓ r　　記録情報
　Ｓ rr　　記録信号
　Ｓ pt　　記録パターン信号
　Ｓ sr　　整形パターン信号
　Ｓ cp、Ｓ ct　　制御信号
　Ｓ pc　　パワー信号
　Ｓ dd、Ｓ d　　駆動信号
　Ｓ cd　　コンデンサ信号
　Ｓ pl　　ピークレベル信号
　Ｓ bl　　ボトムレベル信号
　Ｓ rf　　検出信号
　Ｓ p　　レベル信号
　Ｓ st　　ストラテジ制御信号
　Ｓ sw　　スイッチ制御信号
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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